
OA(オフィスオートメーション)は,近年最も急速な成長を

遂げている分野の一つであり,1980年代後半にかけてなお

盛んな成長が予測されている｡OAの特質の一つは素人が

扱うことであり,個々の職場でそれぞれの業務を遂行するの

に利用されている｡二つめは,それらの個々の利用がしだい

に関連をもち,緩やかな結合が進んでゆくことである｡こうした

中で活躍しているのが,パーソナルコンピュータ,オフィスコ

ンピュータなどのいわゆるスモールビジネスコンピュータ群,

日本語ワードプロセッサ,ファクシミリ,個々の機器を取り結

ぶLAN(LocalAreaNetwork)などである｡

パーソナルコンピュータでは,業務用パーソナルコンピュ

ータ"B16''がOAからFA(ファクトリーオートメーション)

まで広い分野での対応ができるようになった｡また,パーソナ

ルコンピュータの応用商品として｢簡易図形処理システム+

があり,2次元の図形作成,図形処理ができる｡次に,日

本語ワードプロセッサでは最高級の機能をもっている｢ワード

パル30シリーズ+を発売した｡この｢ワードパル30+では,

グラフや図形の入った美しい文章の作成だけでなく,印刷イ

メージをそのまま縮小表示することによってより使いやすくなっ

た｡

オンライン端末｢HITAC T-560/20ビデオデータシス

テムパーソナルステーション+は,オンライン端末の外にパー

ソナルコンピュータ,ワードプロセッサの機能をもっている｡こ

れらのパーソナルコンピュータを手軽に扱えるように開発した

OA簡易言語OFIS/POLは更に充実され,より便利に使え
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図l 簡易図形処理システム``GMM”

るとともに,使用範囲も広がっている｡

ファクシミリではOAインタフェースをもったGIII規格の

高速ファクシミリ｢HF4100+を発売している｡

これらOA機器を有機的に結ぶのがLANで,LANの

一つである∑ネットワークを,日立製作所本社ビルに設置し
た｡

民生機器分野では,冷蔵庫,洗濯機などのいわゆる家庭

電化商品では,既に成熟期に入っており,現在では買替需

要が盛んである去昭和48年の第一次オイルショック以来,大

幅に省エネルギー化を図った商品を開発し,今なおいっそう

の省エネルギー化を押し進めると同時に,｢光センサールー

ムエアコン+に見られるような生活環境の快適性を追求した

商品の開発を進めている｡

一方VTRやテレビジョンで代表される家庭電子機器分

野では,昨年10月から開始された文字多重放送に対応させ

たテレビジョン受信機やアダプター,本年1月打上げの放

送衛星に対応させた衛星放送受信機,本年11月から商用

化されるキャプテンシステムの関連商品など,いわゆるニュー

メディア関連の商品化を進めている｡また,世界で初めて家

庭用ビデオカメラにビームインデックス方式のカラー電子ビ

ューファインダを搭載したMOSカラービデオカメラVK

-C3400の開発,あるいは家庭用普及タイプのMSX仕様

パーソナルコンピュータMB-Hlの開発など,より豊かで,

快適な情報化社会への展開を図っている｡



頚島

OA用パーソナルコンピュータ

の開発

OA(オフィスオ.-トメーンョン)業

務に通した表示機能,メモリ機能を大

幅に強化した16ビット及び8ビットパ

‾ソナルコンピュータを開発した｡

(1)MB-16006A/7A(16ビット機):漢

字表示に適した640×400ドット高解像

度画面を実現し,かつ業務用ソフトウ

ェア(漢字BASIC,日本語ワード70ロ

セッサ,OFIS/POL,汎用高級言語な

ど)も多数準備した｡また,本機は簡

易図形処理システム"GMM”(Graph-

masterMini)や国債窓口システムなど

にも利用されている｡(2)MB-6892A

(8ビット機):IC(イメージゼネレ

ータ)で表示機能を強化(1トント着色

可能)し,またメモリ拡張機能により

BMCALC拡張版(従来比倍のデー

タ:128行→250行の処理可能),日本語

ワードプロセッサなど新業務用ソフト

ウェアが利用可能となった｡

簡易図形処理システム=GMM=

の開発

OAの主力製品として開発した簡易

図形処理システム``GMM”(Graph-

図2 日本語ワード

プロセッサ

｢ワードパル30+

一図3
業務用パーソナルコンピュータ"B16”

masterMini)(図りは,コンピュータ

の技術知識をもたない設計者やオフィ

スで働いているだれでもが,簡単な操

作で2次元の図形作成,図形処理がで

きるグラフプロセッサである｡

1.主な特長

(1)簡単な操作ニディスプレイに表示

されるガイダンスに従って,タブレッ

ト上のコマンドをカーソルで指示する

方法と,キーボードからコマンドをタ

イプインする方法の2入力方式である｡

(2)安価:標準構成で1システム

330万円

(3)小形:標準構成で1システムの設

置面積は約1･5m2,スタンドアロンで,

どこでも設置できる｡

2.主な機能

(1)コマンド

(a)図形定義(直線,だ円,文字,

寸法線…)など｡

(b)アトリビュート(線種,色,ラ

インフォルト…)など｡

(C)編集(移動,回転,拡大,縮小…)

など｡

(d)その他,ウィンドウ,グリッド…

などの補助機能

､(2)オプション機能とアプリケーショ

ンプログラム

A.3ディジタイザ,AlX-Yプロッ

タ,8inフロッピーディスクなどのほ

か,FAXに直接出力することも可能

である｡また,見積積算,パース図,

HITAC G-730図形処理システムとの

テや-タ互換などのアプリケーションを

準備している｡

高機能日本語ワードプロセッ

サ｢ワードパル30+の開発

グラフや図形の入った美しい文書の

作成を目的とした,高機能形日本語ワ

ード70ロセッサ｢ワードパル30+シリ

ーズを開発した(図2)｡｢ワードパル

30+の最も大きな特徴は次の2点であ

る｡

(1)ディスプレイにビットマップ方式

を採用し,グラフ･図形の表示だけで

なく,印刷イメージをそのまま縮小表

示するレイアウト表示を実現した｡

(2)豊富な拡張性をもち,各種のプリ

ンタやハードディスクの接続による新

機能への対応を可能にした｡

業務用パーソナルコンピュータ

"B16”の開発

OAからFAまでビジネス分野で幅

広い対応をねらった業務用パーソナル

コンピュータ"B16”は(図3),ハー

ドディスクを内蔵できる本格的ビジネ

ス向けで,16ビットMPUを採用して

いる｡専用機並みの日本語ワードプロ

セッサ機能が使え,簡易言語OFIS/

POLやDATA ACEなどにより,集

計,作表,グラフ作成が容易にできる｡

また,多様なビジネス用途のためのシ

ステム拡張性を備え,各種の通信ソフ

トウェアにより,ホストコンピュータ

の端末としても使える｡

HITAC T-560/20ビデオデー

タシステムパーソナルステー

ションの開発

T-560/20タイプⅠⅠⅠオンライン漢字

入出力機能にパーソナルデータ処理機

能,文書処理機能を付加したHITAC

T-560/20パーソナルステーションを

開発した(図4)｡

本装置の特長はオン

図4 H什ACT-560/20
パーソナルステーション
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図5 0FIS/POL基本構成
注:``MSDOS‥(米国マイクロソフト社の登録商標)

ライン端末,ワードプロセッサ,パー

ソナルコンピュータといった一台三役

であることに加え,ワードプロセッサ,

ノヾ-ソナルコンピュータとしてのオフ

ライン機能と端末としてのオンライン

機能を融合し,ホストコンピュータとの

整ノ合性を重視した複合端末装置である｡

(1)TCE(ターミナル制御装置)によ

りホストコンピュータとの通信回線

を,複数台のパーソナルステーション

でシェアして使用できるクラスタタイ

プと,個々のパーソナルステーション

に通信機能をもったスタンドアロンタ

イプのものを用意した｡

(2)ファイルの大容量化に備え容量約

10Mバイトのハードディスクの接続を

可能にし,また各種入出力装置(MCR

など)の接続を可能とし多様なニーズ

にマッチできるものとした｡

(3)ワードプロセッサとしてローマ字/

仮名漢字変換,文節入力,略語入力な

どの入力機能,置換,切りばり,コピ

ー,ブロック編集などの編集保守機能

や印刷機能に加え,ファイル転送機能

によりホストコンピュータ側での文書

の一括管理,共通利用を可能とした｡

(4)パーソナルコンピュータ機能とし

て簡易言語のOFIS/POL(作表),

OFIS/CHART(作図),高級言語の拡

張BASIC,セルフ形COBOLが使用

できる｡また,ユーティリティとして

エディタ,パネル定義,ファイル転送,

ファイル変換などを用意して操作性を

向上し,かつホストコンピュータの撃

合性を強化した｡

OA用簡易言語OFIS/POLの

開発

スプレッドシート形の作表,演算,
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図6 T560/20マルチワークステーションの構成

図7 HITAC L-50/20システム

作図,検索,合成などを行なう汎用の

簡易言語OFIS/POLを開発した｡

主な特長は,(1)画面分割,任意けい

線,4方向部分スクロールなどの視覚

を主にした簡易な操作(2)熟練度に適

応できる逐次,一括,省略形などの入

力方式(3)自分専用のコマンドの作成,

実行,増殖(4)行列単位とます目単位の

混ノ合形演算や条件付き演算ができる強

力な再演算機能(5)日立製16ビットパ

ーソナルコンピュータ4機種T-560/

20PS,(PT-1,MB16000,B-16)に共通

に移植,使用でき,オフィス内での標

準化に向いている｡(6)既存のホストデ

ータのリモート検索,作表,合成,ロ

ーカル検索などが連動可能,などであ

る(図5)｡

なお,日立製作所では,本言吉吾を

社内のOAライブラリOPAL(Office

Productivity Advancing Library)に

登録して,社内用の標準簡易言語とし

ても実用化している｡

文書画像処理技術の開発とT

560/20マルチワークステーシ

ョンの製品イヒ
従来のデータ処理や文書処理の対象

であった数値･文字情報に加え,手書

きメモ･絵図などの画像をも統合的に

扱う機能がOAの推進に強く望まれ

図8 HF4100ファクシミリ装置

ている｡しかし,画像はデータ量が膨

大なために,処理性能や操作などの問

題で,実用化が困難であった｡これを

解決する技術として,拡大･縮小･回

転などの高速画像処理,電子デスクの

概念による対話処理ソフトウェア,マ

ルチウインドウ画面管理他の新方式を

開発し,画像処理が可能なOA用複合

機能5端末｢T560/20マルチワークステ

ーション+を製品化した(図6)｡本シ

ステムは,コンピュータ端末としての

データ処理機能とともに,大容量光デ

ィスクファイルやファクシミリを利用

して,画像を含む文書の作成･保管･

検索･複写･伝送機能を実現し,各機

能を統合化した点に特長がある｡



H=‾AC新オフィスコンピュー

タシリーズの開発

オフィス内の様々な業務を効率的に

処理したいというOA化のニーズに

こたえられるオフィスコンピュータと

して,HITAC L-70/20,L-50/20･10,

L-30/10の4機種を開発した｡L-50/

20の例を図丁に示す｡

新シリーズは,対話性を重視したオ

ペレーティングシステム(MIOS7,3)

を搭載しており,その主な特長は,次

のとおりである｡

(1)データ処理,グラフ処理,日本語

文書処理,パーソナルコンピュータ処

理など,多様な処理を操作性の良い対

話形で実行できる｡

(2)多文節仮名漢字変換による日本語

入力が,すべての対話処理で使える｡

(3)クラスタワークステーションにフ

ロッピーディスク装置を内蔵すること

で,個人用ファイルの効率的活用がで

きる｡

(4)ユーザーでレベル分けのできる機

密保護,最大9キー扱える多量索引順

編成ファイルなどが使える(L-70,50

系)｡各機種の主な仕様を表1に示す｡

感熱高速ファクシ ミリ HF

4100の開発と OAイ ンタフ

ェース

国際規格のGII,GIII及びMFl(日

本電信電話公社のミニファクス)モー

ドに合致した小形･高性能の感熱高速

ファタンミリHF4100(図8)とOAイ

ンタフェース(IEEE標準バスインタ

フェース)をもつHF4100--Qの2機種

を開発した｡

HF4100の主な特長は,(1)小形軽量

化を図り従来機に比べて容積で約半

分,重量で約÷になっている｡(2)
OMAD(光学マーク読取り自動ダイヤ

ル)機能により,OMRシートにマーク

した相手番号･時刻･部署コード･走

査線密度などを読み取り,パネル操作

を一切必要としない自動機能を装備し

た｡(3)オートダイヤルを組み込み,テ

ンキーからの発信･短縮ダイヤルなど

を可能にした｡(4)相手ID表示,㊥マー

ク,発信元記弓録,管理レポート,送信

枚数の指定,エラーマーク表示を装備

し,通信の確実性を高めている｡

HF4100一句は,HF4100にIEEE標

準バスインタフェースをもたせ,ファ

クシミリとコンピュータを接続した｡

主な特長は,(1)原稿を読み取り画信

号をコンピュータ側へ送出する｡(2)コ

ンピュータ側からの画信号を受け取り

記弓録する｡(3)コンピュータ側から受け

図9 両面コンパクトフロッピーディスクドライブ"HFD305D”

表I HlmC L-70/20,L-50/20･川,L-30/10システムの主要仕様

斗日
稚Ⅶ

HlmCL-70/ZO 川TACL-50/20 川mCL-50/10 川1ACL-30ハ0

ノ＼

l

ド

ウ

エ

ア

最大

メモリ容量

ステーションコントローラ 2M′ヾイト

ワークステーション 768kバイト(ユーザーエリア64kバイト×2)/台
608kノヾイト

(ユーザーエリア8仙′りト×Z)

最 大 デ ィ ス ク 容 量 560Mバイト 130Mバイト 36Mバイト ZOMノ(イト

最大ワークステーション台数 15台 l事＋8台 l一十4台 l台●

システムフロッピーディスク装置 最大2台 l台

ワークステーションフロッピーディスク装置 最大Z台/ワークステーションl台

最 大 回 線 数 4回線 1回線

グ ラ フ 表 示 横l′120ドット×紐720ドット
横720ドット×

縦480ドット

プ リ ン タ
漢字プリンタ各種,A/Nプリンタ各種 漢字プリンタ各種
漢字ラインプリンタい00行/分),A/Nラインプリンタ=(308行/分) A/Nプリンタ各種

入 出 力 枚 器 バーコードリーグ,OCRハンドリーグ,lDカードリーダほか各種

ソ

オペレーティ ングシステム M10S7 M10S3

サ ポ ー

ト 言 語

拡張RPG 拡張RPG
フ RFD RFD
卜

ウ

工

ア

セルフ形COBO+ セルフ形COBOし

ホスト形COBO+ ホスト形COBO+
COOKS

拡張RPG/M

OFIS/POL

0日S/PO+

〉主:* マスタステーション
･･

L-70/20,L-50/20でサポート

取った画信号を符号化し,国際規格の

GIII手順で相手ファックスへ送信す

る,点である｡

高性能高速ファクシミリHF

5000の開発

図面,新聞などの微細な文字なども

鮮明に送受信できる高精細モード付き

コンソール形静電高性能GIII高速ファ

クシミリを開発した｡本装置の主な特

徴は以下に述べるとおりである｡

(1)主走査線密度16本/mmで高解像

画質が得られ,更に,16階調のハーフ

トーン機能により,写真やカラー原稿

を忠実に再現できる｡

(2)記録部は静電記録方式で,その定

着部には,低消費電力の圧力定着方式

を才采用して電力消費量を減らしている｡

(3)符号化に日立独自の処理方式を才采

用し,3.85本/mm時,日立標準原稿で

12秒電送(従来機は18秒)が可能とな

り,通信費の削減効果が大きい｡

(4)通信の信頼性向上機能として,回

線姓音などで伝送誤りが発生すると,

誤り部分を受信画にマーク表示しユー

ザーに知らせる機能をもっている｡

3インチ両面フロッピーディ

スク装置の開発

現在市場で最も多く使われている5

インチミニフロッピーディスク装置と

互換性のある,3インチ両面フロッピ

ーディスク装置HFD305Dを開発し

た(図9)｡

本機の特徴を次に述べる｡

(1)ハードケース入りで取扱い性の優

れたコンパクトフロッピーディスクを

使用している｡

(2)ワンタッチローディング/イジェ

クト機構をもっている｡

(3)ブラシレスDDモータ使用で長寿

命化を図った｡

(4)トラック間3msの高速アクセス

を実現したスチールバンドメカニズム

を採角した｡

(5)専用カスタムLSIの採用でプリ

ント基板を1枚化した｡

(6)オプションでヘッドロードソレノ

イド取付が可能である｡

(7)小形〔90×40×150(mm)〕,軽量

(150g),低消費電力(スタンドバイ

1.9W,シーク時6.2W)である｡
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図10 熱転写プリンタ``pT-10M”
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図Il半導体レーザビームプリンタ"S+一1000''

竪箋号篭

図ほ RADICOMSの外観(左)天井に取り付ける光送受信器(右)は端末側の光送受信器

熱転写プリンタの開発

普及形日本語ワードプロセッサ｢ワ

ードパル10+用の10in熱転写プリンタ

"PT-10M''を開発した(図川)｡本機

は既発売の10inワイヤドットプリン

タPW-10Mとプラグコンパチブルな

普通紙24ドット漢字プリンタであり,

熱転写方式の特徴を生かして印字音約

40dB,高さ100mm以下であり,静か

なオフィス環境での使用に適した低騒

音,コンパクト設計になっている｡

また,24ドットサーマルヘッドは独

自に開発したデュアル抵抗体形を採用

しており,これにより漢字40字/秒とワ

イヤドットプリンタ並みの高速印字を

実現している｡

主な仕様は表2に示すとおりである｡

表2 熱転写プリンタの主な仕様

項 目 内 容

文字構成･サイズ 24×24ドット0.5ポイント

印 字 速 度 40字/秒

用 紙 B5,A4,B4(縦)

イ ンクリボン 270m(ワンクイムリボン)

インタフェース パラレル8ビント(セントロニクス)

寸 法 幅405×奥行298×高さ99(mm)

重 量 7kg

半導体レーザビームプリ ンタ

"S+-1000''の開発

ワードプロセッサ,オフィスコンピ

ュータなどの多様化するOAl幾器の

出力端末に対応可能な,レーザビーム

プリンタ"SL-1000''を開発した｡特長

は次に述べるとおりである(図1り｡

(1)最大400ドット×400ドット/inの

高精細画像を12枚/min(A4)め高速

で出力できる｡
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(2)最大A3から最小A5まで多様な

用紙サイズに印字できる｡

(3)トレーを用紙カセットと同じ前面

排紙とした省スペース形である｡

(4)コンポーネントのユニット化とワ

ンタッチ開閉方式によるイージメンテ

ナンス構造である｡

(5)複写機能,文字,パターン発生機

能,縦書き,横書き印字機能などの豊

富なオプションをもっている｡

構内高速光空間伝送システム

"RADICOMS”の開発

工場やオフィス内で,計算機の端末

制御装置と複数の端末との間を赤外線

空間伝搬によって接続し,端末のレイ

アウト変更を容易にするRADI

COMS(構内高速光空間伝送システ

ム)を開発した｡

RADICOMSでは,ミニサテライト

図12(左)を天井などの高所に設置し,

端末制御装置はミニサテライト制御装

置を経由してミニサテライトに,各端

末はトランシーバ〔同図(右)〕にそれぞ

れ接続する｡このミニサテライトとト

ランシーバ間を1Mビット/Sの赤外

線空間伝搬により通信することによっ

て,端末制御装置と複数の端末との間

の1対乃通信を可能にしている｡

光高速LAN∑ネットワーク一

日立本社ビルへの導入及びOA

機器接続機能教科の試作開発

急速に普及するOA機器に対して,

柔軟な対応性と効率的な利用を促進す

るLAN(LocalArea Network)の実

現が大きな課題になっている｡

このたび日立本社ビルの建設を機会

に,データ,音声,画像の総合通信が

可能な光ループLAN∑ネットワーク

(ループ伝送速度30.72Mbps)を導入

し,大形,中形計算機と各種オンライ

ン端末,パーソナルコンピュータなど

を収容し,トータルOAシステム構築

の第一歩を踏み出した｡リンク装置4

台,接続端末約40台のシステム規模か

ら始め,今後OA機器のメーカー及び

ユーザーの立場から,技術の蓄積と

OAの推進を図る計画である｡

また上記の実用化システムへの適用

と並行して,∑ネットワークによる各

種OA機器の接続機能強化の試作開

発も行なっている｡一つは,∑ネットワ

ークの回線交換機能を活用し,新たに

開発したⅤ/Ⅹ変換器を介してⅤ-24

系端末を∑ネットワークに接続する

ものである｡これによりⅤ/Ⅹ変換器

からの文字ダイヤルで,Ⅴ-24端末同

士が任意相手と交信することが可能と

なる｡

また,日立大形計算機の上位手順で

あるHNA(HitachiNetwork Archi-

tecture)プロトコルの各種OA機器へ

の組込みを行ない,日立大形計算機と

の上位手順接続を可能にした｡

45形高輝度背面投写形ビデオ

プロジェクタの開発

従来に比較し明るさ,コントラスト

を大幅に向上するとともに,キャビネ

ットのコンパクト化を図った45形背面

投写形テレビジョンを開発し,国内向

け1機種と北米市場向け3機種を製品

化した(図13)｡

図l

ビデオプロジェクタ ■■c45-K70”

本背面投写形テレビジョンの主な特

長を以下に述べる｡

(1)新蛍光体を才采用した新開発液冷式

投写管により,従来比1.6倍の高輝度化

(165ft-L)を実現した｡

(2)レンズと投写管の光学的結合部



に,新たに開発した光学的直結方式を

採用しコントラスト比70二1(従来比

約3倍)を実現した｡

(3)ブラックストライプ式スクリーン

の開発により,水平視野角を±50度と

広角度化を達成した｡

(4)新開発光学配置方式により,高さ

を108cmに抑えたコンパクト設計と

した｡

高速アクセス光方式ビデオデ

ィスクプレーヤーの完成

図14 高遠アクセス光方式ビデオ

ディスクプレーヤ``vIP9500”

世界最先端をゆく半導体レーザピッ

クアップを採用し,業界一のアクセス

速度をもつ高速アクセス光方式ビデオ

ディスクプレーヤーを完成した(図14)｡

(1)画像を一瞬に探す高速アクセス機

能をもつ｡画像番号1から5万4,000ま

で最大3秒で画像検索可能な高速アク

セスメカニズムと制御システムを採用

した｡

(2)高周波駆動方式によって半導体レ

ーザーノイズの大幅低減により,小形,

高信頼度ピックアップの量産化を達成

した｡

(3)データ通信速度9,600ポー(ピット/

秒)のRS232C対応パーソナルコンピ

ュータ接続回線を内蔵している｡

(4)プレーヤーの並列運転が可能な外

部同期端子付きである｡

(5)小形(横幅435mm),軽量(11kg),

低消費電力(40W)及び水平解像度350

本である｡

文字放送受信機の開発

文字放送は,テレビジョン信号のす

きまに文字図形情報を多重する新しい

放送サービスであー),昭和58年10月か

ら実用化されている｡これに対し,専

用LSI2品種を用いて,小形化,低価

格化を実現した文字放送受信機を開発

した｡以下に主な特徴について述べる｡

(1)データ抽出部と表示部にそれぞれ専

用のCMOS･LSIを開発し,回路規模

で従来比30%,省費電力で従来比65%

を実現した｡(2)日立独自の自動サンプ

リングクロック同期方式により,デー

タ抽出の信頼性を向上した｡(3)オプシ

ョン基板(ROM,RAM,誤り訂正回路)

追加により,将来の符号伝送方式文字

放送に対応可能とした｡このほかに,

感熱ラインヘッドのハードコピー用接

続端子付きである｡

飛び出すビデオ

｢マックスVT-7+

の開発

従来,ビテヾオは

ポータフール形,据置

形と別々に商品化が

進められてきた 箋

図15 日立ポータブル で…強

掘置兼用ビデオ

マスタックス
"vT-7''

が,ポータブル形を保有している顧客

のほとんどがテレビジョン録画も楽し

んでおり,ふだんは据置形として使い,

ポータブルとして使うときにデッキ部

を簡単に持ち出せるビデオへの要求が

強まった｡これに応じて技術開発を行

ない,新機軸の｢飛び出すビデオ+を

実現し,NTSC仕様,PAL,SECAM

仕様に展開を図った｡本ビデオ(図15)

の主な特長は,

(1)多ビングイレクトコネクタの開発

で,デッキ部とチューナ部のワンタッ

チ着脱を実現した｡

(2)5ヘッド搭載シリンダの新開発

で,標準,3倍それぞれの最適録画と,

ぶれのないフィールドスチル,スロー

再生及び逆転再生を可能にした｡

(3)リールアシストメカニズム,薄形

DDキャプスタン,DDリールモータ及

びLSIにより,小形化(従来の77%),

軽量化(従来の73%)した｡

(4)5VLSI(6品種),高周波スイッチ

ングレギュレータを開発し,省電力化

(従来の78%)した｡

小形MOSカラービデオカメラ

"VK-C1500”

小形･軽量･

低電力･優れた

色再現性など,

半導体撮像素子

のもつ一般的

特長と,日立独自

のMOS形撮像素子

図16
小形MOS

カラービテーオカメラ

``vK--℃1500''

の高解像度性能を最大限に生かした,

高解像かつ超小形･低電力のカラービ

デオカメラを開発した(図16)｡

本カメラでは,受光セルを水平ライ

ンごとに半ピッチだけ水平方向にずら

した絵素ずらし配列法をとり,絵素数

を増加することなく高解像でモワレの

少ない品位の高い画質を得ている｡ま

た,高集積IC,グリップー体形構造,

軽量レンズなどによる小形･軽量化と

高効率スイッチング電源,5V駆動低

電力ICなどによる大幅な電力低減の

結果,電子ビューファインダ付カメラ

としては世界最軽量(粥Og),世界最低

電力(3.7W)を達成している｡

規格統一形(MSX)パーソナル

コンピュータの開発

昭和58年6月,パーソナルコンピュ

ータの統一規格(MSXシステム)が決

定された｡この規格は,応用ソフトウ

ェアを各メーカーいずれのハードウェ

アでも共通に利用できることにより,

ユーザーへの豊富なソフトウェアの提

供と,パーソナルコンピュータの普及

を目指したものである｡MB-Hlは,こ

の規格に適合したパーソナルコンピュ

ータで,主として家庭向け用途を対象

としている(図1丁)｡

′`

図17 MSXパーソナルコンピュータ"MB_Hl”

主な特長はi欠のとおりである｡

(1)初めてパーソナルコンピュータを

使う人にも容易に使えるように,機能

や使い方を表示するシステムガイドを

内蔵している｡

(2)従来のパーソナルコンピュータの

機能に加えて,購入した日からすぐに

使えるスケッチ機能と音楽演奏機能を

内蔵している｡

(3)本体部はA4サイズにまとめ,手

軽に持ち運びができるように,収納取

出し自在のハンドルを装備している｡

(4)ゲームソフトや教育ソフトを使う

とき,好みに合わせてプログラムの実

行速度を調整できる日立独自のスピー

ドコントロール機能を内蔵している｡

(5)家庭用テレビジョンにつなぐだけ

で使用できるRFコンバータを内蔵し

ている｡

(6)二つの汎用拡張スロットを利用し

て,フロッピーディスクなどの周辺機

器や日本語処理などのソフトウェアの

拡張が容易にでき,より高度な用途へ

のシステムアップが可能である｡

(7)MSXシステム規格採用により,

多量の市販ソフトウェアの使用が可能

である｡
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